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「# Compass Line Chart.tsw」 を開いた直後の画面

3



4

上向きの移動平均線を
株価が終値で
⇒ローソク足の色が赤色になります
⇒翌日の寄付で

移動平均線を
株価が終値で
⇒ローソク足の色が水色になります
⇒翌日の寄付で

下向きの移動平均線を
株価が終値で
⇒ローソク足の色が青色になります
⇒翌日の寄付で

移動平均線を
株価が終値で
⇒ローソク足の色がピンク色になります
⇒翌日の寄付で



シンボルウインドウリンクの
ボタンがグリーンになって
いるかどうか確認します。

もしグレーになっていたら、

クリックしてグリーンの状態
にします。

２つのチャートを同時に別の銘柄に変更する場合
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①ここに銘柄コード
を入力します

②銘柄コードを入力後、
Enterキーを押します

③銘柄が切り替わります
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２つのチャートの銘柄を別々に変更する場合

シンボルウインドウリンクの
ボタンがグレーになって
いるかどうか確認します。

もしグリーンになっていたら、

クリックしてグレーの状態
にします。
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②ここに銘柄コード
を入力します

④銘柄が切り替わります

①銘柄を変更したい
ほうのチャートを
クリックします

③銘柄コードを入力後、
Enterキーを押します
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銘柄名から銘柄コードを検索して変更する場合

②このボタンをクリックします

①銘柄を変更したいほうの
チャートをクリックします

シンボルウインドウリンクがオン
（グリーン）になっているときは、
この操作は必要ありません。
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銘柄名から銘柄コードを検索して変更する場合

③「株式」のタブ
をクリックします

⑤銘柄名の全部
または一部を
入力します

④「前方一致」または「部分一致」を選択

銘柄名の頭の部分を入力して検索する
場合は「前方一致」を選択

銘柄名のどこか一部を入力して検索する
場合は「部分一致」を選択

⑥「検索」をクリックします

⑦銘柄名の候補が表示されたら、
目的の銘柄をクリックして選択します

⑧「OK」をクリックすると
銘柄が切り替わります
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①足種を変更したい
ほうのチャートを
クリックします

②足種のボタンを
クリックします
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③現在選択されている
足種にチェックマーク
が入っています ④変更したい足種を選んで

クリックします
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①ローソク足の幅を
変更したいほうの

チャートをクリックします

②この２つのボタンで
ローソク足の幅を変えます
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左のボタンをクリックすると
クリックした回数分だけ
足の幅が狭くなります

右のボタンをクリックすると
クリックした回数分だけ
足の幅が広くなります
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①表示期間を変更したい
ほうのチャートの

余白部分を右クリックします
②メニューが表示されます ③「銘柄コードの設定」を

クリックします
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＜参考＞
この画面でも足種の
変更が可能です

④この部分でチャートの
表示期間（データの取得期間）

を変更できます

・日数／週数／月数／年数を指定

・ローソク足の本数を指定

・データの取得開始日を指定

上記のいずれかの指定方法で変更可能

⑤「OK」をクリックします
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チャートの表示期間を変更すると、
このようなメッセージが表示される

場合があります

チャートの表示期間を変更したことで、
大量のデータをダウンロードする

必要が生じた場合にこのメッセージが
表示されます

データをダウンロードするタイミングを
選択します。

通常は「すぐに」で問題ありません

「OK」をクリックします
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チャートを最大化したい
ときは、このボタンをクリック

最大化したチャートを
元のサイズに戻すには、
このボタンをクリック

最大化する

元のサイズ
に戻す
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「ストラテジー」とは、日本語でいうと「戦略」の意味です。

「Compass Line」は、
上向きの移動平均線を上抜けたら買い、下抜けたら売り、
下向きの移動平均線を下抜けたら空売り、上抜けたら買戻し、
という売買ルールを持った「ストラテジー」です。

そして、「Compass Line」というストラテジーには、
上記の売買ルールを実行するときのベースとなる移動平均線の期間（ローソク足の本数）
や移動平均線の傾きの度合いなど、いくつか数値を変更できる構成要素があり、
これらの構成要素に何らかの数値を設定してやることで、はじめて「Compass Line」は
ひとつの完成した「ストラテジー」として使用することができます。

「ストラテジー」の変更とは、
「Compass Line」の構成要素を、その銘柄を売買するのに最適な値に調整して
パフォーマンスの向上を図る作業です。
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①ストラテジーを変更したい
ほうのチャートの

余白部分を右クリックします
②メニューが表示されます ③「ストラテジーの設定」を

クリックします
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⑤「設定」ボタンを
クリックします

⑥「ストラテジーの設定」
ウインドウが表示されます

④「分析テクニックとストラテジーを設定」
ウインドウが開きます
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項目名 内容

AveLen 移動平均線の期間（ローソク足の本数）

Kabusu 売買単位（株数）

UpLen 移動平均の連続上昇数

DownLen 移動平均の連続下降数

UpAngle UpLenで指定した期間における株価上昇率

DownAngle DownLenで指定した期間における株価下落率

SkipPercentage ここで設定したパーセンテージ以上に株価が移動平均
線を終値で飛び越えた場合はエントリーしない

LongSwitchOn 1: 買いのトレードでシグナルを出す
0: 買いのトレードではシグナルを出さない

ShortSwitchOn 1: 空売りのトレードでシグナルを出す
0: 空売りのトレードではシグナルを出さない

⑦必要に応じて
数値を変更します
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①パフォーマンスを確認したい
チャートをクリックして

選択します

この操作を忘れると
パフォーマンスが正しく
表示されない場合が

ありますので注意してください

②「ストラテジーパフォーマンスレポート」
のボタンをクリックします

③「ストラテジーパフォーマンスレポート」
が表示されます

④「パフォーマンスグラフ」の
タブをクリックします
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「最適化」を行う場合

①最適化したい項目を
クリックします

②最適化ボタンを
クリックします ③最適化ウインドウが

表示されます
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⑤OKをクリックします

⑦OKをクリックします

⑥最適化の設定をした
項目の表示が変わって
いることを確認します

④例えば、
5本移動平均線から100本移動平均線まで、
数値を5ずつ変えながらバックテストを行い、
その中で最もパフォーマンスが高くなる
移動平均線の期間を見つけたい場合は、

（開始）5 （終了）100 （増分）5

と入力して「OK」ボタンをクリックします。

⑧最適化ボタンをクリックすると
最適化が始まります



この例のように、最適化は
一度に複数の項目で実行することが可能ですが、
あまり多くの項目で一度に実行すると、
バックテストに非常に長い時間がかかってしまう
場合がありますので注意してください。
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最適化中は画面が
このような表示に
変わります

最適化が終わると
元のチャートの表示に

戻ります

最適化が終わったら
もう一度「ストラテジーの設定」画面を
開いて、数値がどのように変わったか

を確認します
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①「ストラテジーの設定」ウインドウで
数値を変更したら、変更後の数値を

メモしておきます

②OKをクリックします

③「分析テクニック」の
タブをクリックします
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④「# Compass Line Indicator」を
クリックして、

⑤「設定」をクリックします

⑥「インジケーターの設定」
ウインドウが表示されたら、

⑦「ストラテジーの設定」
ウインドウの「AveLen」の項目
に入力したのと同じ数値を

入力します

⑧OKをクリックします
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①「分析テクニックとストラテジーを設定」
ウインドウで「分析テクニック」の

タブをクリックし
③「設定」をクリックします

②「# Compass Line Paint」を
クリックして、

④「ペイントバーの設定」
ウインドウが表示されたら、

⑤全ての項目を
「ストラテジーの設定」ウインドウ
に入力したのと同じ数値に

変更します
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銘柄を変更したり、ストラテジーに変更を加えた場合は、
ワークスペースに別の名前を付けて保存することをお勧めします。
「# Compass Line Chart.tsw」にはできるだけ変更を加えず、
元の状態のまま保存して繰り返し活用してください。

①「ファイル」をクリックします

②「ワークスペースに名前を
付けて保存」をクリックします

④ファイル名を入力します

⑤「保存」をクリックします

③ファイルの保存先を
選択します
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①「ワークスペースを閉じる」
ボタンをクリックします

②いずれかのボタンを選んで
クリックします
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Q.画面に突然こんなウインドウが
表示されてしまいます

A.このウインドウは、チャートの余白部分を
ダブルクリックすると表示されるものです。
チャートを選択するときに、うっかり

ダブルクリックしてしまうと表示されますが、
「OK」か「キャンセル」をクリックして
閉じてしまって大丈夫です。
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Q.最適化の処理をスタートさせたら
こんなメッセージが表示されました

A.最適化するときに、シンボルウインドウリンクが
オンになっていると、このメッセージが表示され、
シンボルウインドウリンクがオフになります。
シンボルウインドウリンクがオフになるだけで、

最適化の処理は中断されることなく
最後まで実行されます。

このメッセージは確認後、ウインドウ右上の「×」の
ボタンをクリックして消してしまってOKです。
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Q.最適化の設定をしたら、こんな
メッセージが表示されました

A.移動平均線の期間を最適化するときなどに、
最適化する数値の範囲を「200」以上にすると

このメッセージが表示されます。
200以上の数値を入れて最適化する場合は

ここで「いいえ」をクリックし、
次ページの手順を行ってください。
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（前ページからの続き） ①「分析テクニックとストラテジーの設定」
ウインドウで、「すべてのプロパティ」

ボタンをクリックします

②ここに入力されている数値を
最適化する数値の範囲に合わせて
変更します（大きな数値にします）

③「OK」をクリックし、もう一度
最適化の設定に進みます


